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【当該国際機関で働く邦人職員（2017年のもの）】

ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

出典：当該機関の報告書及び監査報告書（注1）

【当該国際機関の財政（2016年予算）】(千米ドル) 出典：当該機関の報告書及び監査報告書（注1）

分担金・義務的拠出金

任意拠出金

Ⅵ71-A

9,23815,250

2016-A
　国際機関名
（英語略称）

メコン河委員会（MRC）

総収入

（注1）Financial Statements and Independent Auditors' Report Year ended 31 December2016
http://www.mrcmekong.org/assets/Publications/2.-MRC-audit-report-2016.pd
（注2）我が国からの任意拠出金には，メコン河委員会拠出金（MRC）の他，日・ASEAN統合基金（JAIF）による拠出を含む。

出典：当該機関の報告書及び監査報告書（注1）

ラオス

【備考】

　邦人職員数
　うち幹部以上

 　 2人 　　　60人

2,056

会計検査機関名：KPMG Kao Co.,Ltd.

英文名称 Mekong River Commission

種　　　別
□国連専門機関　□国連その他補助機関　☑その他国際機関　□非国家間機関

総支出

 【所管官庁担当局課・室名】農林水産省大臣官房国際部海外投資・協力グループ／農村振興局設計課

□国連事務局　□国連事務局に設けられた信託基金　□国連基金・計画　

【当該国際機関の本部所在地・活動目的等の概要】
本部所在地：ラオス（ビエンチャン）
活動目的等：灌漑，水力発電，舟運，水害コントロール，農業，漁業，林業，木材搬出，観光，環境保全及び人材育成を含む
メコン河流域の開発計画の作成を主な目的とし，開発計画に基づくプロジェクトへの援助要請及び実施，水利用にかかる規
則の作成及び紛争の調停，流域の環境及び生態系保護のための諸規則の取り決め等を実施している。

会計年度：暦年（1月～12月）

国　　　　名

日本（注2） 17%

拠出率（％）金額（千米ドル）

なし

うち 0人

金額（千米ドル） 拠出率（％）

771 30%

743

20%

29%

2,032

【要人往来，政策対話等の実績】（過去３年分）

国　　　　名

カンボジア

ベトナム

タイ

【邦人職員が占めている幹部ポスト（Ｄポスト以上）】

　当該機関全体の職員数
　及び邦人職員が占める率 　　　 3％

【我が国による拠出の形態】

分担金・義務的拠出金の名称及び主管官庁：  -

任意拠出金・出資金，基金の名称及び主管官庁：メコン河委員会拠出金，農林水産省（Ｂ票参照）

514 20%

スイス

世界銀行 1,739

ドイツ 16%

518

1,087 9%

14%

1,900 15%

スウェーデン


